
様式Ａ（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼書） 

 

令和  5年 10月 2日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（依頼者） 

                  〒247-0032 

住所:神奈川県横浜市栄区（自宅）＊現在事務所がございません 

 

事業者名：Obi Robot 

担当者所属：日本担当 

担当者名：宮﨑陽一 

電話番号：08032426715 

電子メールアドレス：yoichi@meetobi.com 

 

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行う、介護ロボット等に係る「介護現場と

開発企業の意見交換実施事業」又は「試作介護機器へのアドバイス支援事業」について、下記の書類を提出し

て依頼します。 

 

 

記 

 

 

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書 

 

２．会社概要（任意様式） 

 

３．これまでの介護ロボット等に関わる開発実績がわかる書類（任意様式） 

※）実績がない場合は、提出不要 

 

 

 

（本書類の取扱いと留意事項について） 

○ ご提出いただく「介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書」は、介護施設等とマ

ッチングする際、当協会のホームページを通じて、介護施設等へ公開いたします。 
従って、記載する内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場合に

は、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。 
○ 適切なご協力がいただける介護施設等とマッチングするためにも、記載内容は技術的な事に偏ら

ず理解しやすいものとしてください。 
○ 当協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を承っております。 
○ 案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。 

企業等 



様式Ｂ（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書） 

 
令和 5年 10月 2日 

 

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書 

 

１．希望する事業の種類（いずれかに〇印を記入してください。） 

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業  

２．試作介護機器へのアドバイス支援事業 ○ 

 

２．依頼者（企業）の概要 

企業名 Obi Robot 

担当者名 宮﨑陽一 

担当者連絡先 

住所 
〒 

神奈川県横浜市（現在事務所がございません） 

電話 08032426715 

電子メールアドレス yoichi@meetobi.com 

主たる業種 サービスロボット製造販売 

主要な製品 Obi Robot （食事介助ロボット） 

希望する施設等の

種類や職種等 

 

希望施設に☑を入

れてください 

複数選択可 

☑介護老人福祉施設：特別養護老人ホーム 

☑介護老人保健施設：老人保健施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

☑認知症対応型共同生活介護：グループホーム 

☑特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、 

サービス付き高齢者向け住宅、地域密着型特定施設入所者生活介護 

☑居宅介護サービス：訪問介護、看護、デイサービス、リハ、福祉用具貸与サービ

ス事業者、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護 等 

☑ショートステイ 

☑障害者福祉施設 

☑医療機関：介護療養型、介護医療院、病院、リハビリテーションセンター 等 

□その他：（                          ） 

その他  

 

３．当該機器の開発コンセプト又は試作介護機器等の概要（可能な限り詳しく記入してください。） 

機器の名称（仮称） Obi Robot 

試作介護機器の有

無及び機器のコン

セプト（試作介護機

器あれば写真を添

付） 

試作介護機器の有無 １．有  ・  ２．無 

機器の目的及び特徴 

Obi Robot (オービーロボット）はユーザーさんの自立心、社会に積極的に参加し、

自ら食事をする喜びを提供します。またObi Robotは純正操作スイッチを他のセンサ

ー（社外品）など様々なタイプに交換し使用することができます。上肢が使えなく

ともユーザーいつ何が食べたいかを自分で判断して食事を楽しむことができユーザ

ー自身の自立心、健康、精神面、満足度を向上させます。現在日本での販売に向け

て取り組んでおり、お取り扱い企業及び販売協力企業の募集を行なっております。 

企業等 



想定する使用者及

び使用方法、使用場

面 

① 想定する使用者 

上肢不全（可動域、欠損、麻痺、機能障害）の方全般 

 

② 想定する使用場面 

日常の食事の際に介助を必要とする環境 

 

 

③ 想定する使用方法 

要介護者は介助者の助けを必要としない食事摂取。 



 
 

 

 

現在の開発状況と

主な課題 

世界各国では販売済みではあるが日本市場へは導入をしておらず現在導入に向けて

環境整備、さまざまなフィードバックを得ている段階で日本のユーザーに受け入れ

てもらう事ができるかを把握したい。また入手してもらうためのさまざまな方法の

情報収集を得る事ができるかが課題。 

 

 

 

特にアドバイス（意

見交換）を希望して

いる事項 

障がい者、高齢者の介護者不足の環境においてこのロボットを通常の食事介助に変

えることでユーザーおよび患者様と介護者双方の役に立つか、人手不足の解決につ

ながるかを確かめたい。 

 

 

 

 

その他 

 

 

 

 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 



Obi Robot -医療機器製造業 
 
Obi は、上肢の筋力と可動性が制限されている人のための革新的な摂食支援技術です。 
 
概要 
食べることは人生の大きな楽しみの一つですが、何百万人もの人々にとってこれは当てはまりません。そして私たち
はそれが正しいとは考えません。私たちは誰もが独立した、力を与えるダイニング体験にアクセスする権利があると
考えています。この使命により、私たちはこの種の最初のロボットによる食事コンパニオンである Obi の開発につな
がりました。 Obi は、上肢に制限がある人のための革新的なロボット食事支援技術です。オビは、最先端のロボ
ット工学、エレガントなデザイン、直観的なコントロール、そしてフレンドリーな性格を融合させ、個人が独立して食
事をする自由を提供します。 
 
ウェブサイト 

https://meetobi.com/ 
 
業種 

医療機器製造業 
 
会社規模 

社員 2 - 10名 
 
本社 

Florida 
 
種類 

非上場企業 
 
専門分野 

Assistive Technology、Occupational Therapy、Home Care、Feeding Device、Durabl
e Medical Equipment、Assistive Tech、Robotics、Tech for Good 

https://www.linkedin.com/redir/redirect?url=https%3A%2F%2Fmeetobi%2Ecom%2F&urlhash=oj-E&trk=about_website
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